
日本旅館国際女将会が研修旅行
異
文
化
を
理
解
、旅
館
の
国
際
化
へ

世界のホスピタリティ
体験シリーズ　④

ト
ル
コ
、ギ
リ
シ
ャ
を
訪
問

セルチュクに友好の植樹キオス島で交流深める

旅行業協会
を表敬訪問

日本旅館国際女将会とその活動

旅館、女将を国際語に

（１０）第２７７０号 第３種郵便物認可 ２０１４年（平成２６年）１０月１１日（土曜日）

日
本
旅
館
国
際
女
将
会
の
一
行
が
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
ブ
ル
ー
モ
ス
ク
の
前
で
記
念
撮
影

　
日
本
を
代
表
す
る
旅
館
の
女
将
で
つ
く
る
日
本
旅
館
国
際
女
将
会
（

会
員
、
長

坂
正
恵
会
長
）は
９
月
５
～

日
、日
本
ホ
テ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー（
石
塚
勉
理
事
長
）

の
支
援
の
下
、
４
回
目
を
迎
え
た
「
世
界
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
イ
体
験
シ
リ
ー
ズ
」
と

し
て
ト
ル
コ
、
ギ
リ
シ
ャ
へ
の
研
修
旅
行
を
実
施
し
た
。
女
将
ら

人
が
参
加
。
日

本
旅
館
や
女
将
、
和
食
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
旅
館
の
国
際
化
へ
の
対
応

に
生
か
そ
う
と
、
現
地
の
観
光
地
づ
く
り
や
文
化
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

▲
◀
ト
ル
コ
・
セ
ル
チ
ュ
ク

市
で
の
植
樹
。
日
本
・
ト
ル

コ
友
好
の
証
と
し
て
松
の
苗

木

本
を
植
え
た

　
ト
ル
コ
の
都
市
、
セ
ル
チ
ュ

ク
は
、
エ
ー
ゲ
海
地
方
の
イ
ズ

ミ
ー
ル
県
に
位
置
し
、
人
口
は

約
２
万
３
千
人
。
「
エ
フ
ェ
ス

の
遺
跡
」
や
「
聖
母
マ
リ
ア
の

家
」
を
目
当
て
に
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
る
。

　
日
本
旅
館
国
際
女
将
会
で

は
、
市
文
化
・
社
会
部
の
オ
ズ

ギ
ュ
ル
・
カ
ラ
ア
リ
オ
ゥ
ル
ヤ

ヴ
ズ
部
長
、
ギ
ュ
ル
バ
ハ
ル
・

カ
チ
マ
ズ
副
部
長
ら
の
出
席
の

下
、
日
本
と
ト
ル
コ
の
友
好
の

証
と
し
て
国
立
公
園
の
中
央
部

に

本
の
松
の
苗
木
を
植
樹
し

た
。

　
ギ
リ
シ
ャ
の
キ
オ
ス
は
、
エ

ー
ゲ
海
に
浮
か
ぶ
人
口
２
万
４

千
人
の
島
。
ト
ル
コ
の
イ
ズ
ミ

ー
ル
か
ら
船
で
約
１
時
間
の
場

所
に
あ
り
、
ネ
ア
・
モ
ニ
修
道

院
、
中
世
時
代
の
街
並
み
な
ど

の
歴
史
的
遺
産
、
自
然
環
境
な

ど
を
観
光
資
源
に
、
多
く
の
観

光
客
を
集
め
て
い
る
。

　
日
本
旅
館
国
際
女
将
会
の
植

樹
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推

進
し
て
い
る
メ
ス
タ
村
で
行
っ

た
。
友
好
を
記
念
し
て
「
マ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
ツ
リ
ー
」を
植
樹
。

キ
オ
ス
市
の
デ
ィ
ミ
ト
リ
・
カ

ラ
リ
副
市
長
夫
妻
、
同
市
広
報

・
観
光
部
の
レ
ナ
・
パ
ゴ
ウ
デ

ィ
部
長
が
出
席
し
、
現
地
の
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
第
一
人

者
、
ヴ
ァ
シ
リ
ス
・
バ
ラ
ス
氏

の
指
導
の
下
で
植
樹
し
た
。

　
▽
マ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ツ
リ
ー

＝
キ
オ
ス
島
だ
け
に
自
生
す
る

ウ
ル
シ
科
の
木
。
採
取
す
る
透

明
な
樹
液
は
、
５
千
年
以
上
前

か
ら
ギ
リ
シ
ャ
だ
け
で
な
く
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
エ
ジ
プ
ト
な
ど

で
、
健
康
増
進
、
傷
、
火
傷
な

ど
に
効
能
が
あ
る
と
さ
れ
、
民

間
療
法
に
幅
広
く
使
わ
れ
て
き

た
。

◀
エ
フ
ェ
ス
の
遺
跡
（
ト
ル
コ
）
を
見
学

▶
ト
ル
コ
料
理
を
食
べ
な
が
ら
ハ
ラ
ー
ル
を
学
ん
だ

ギ
リ
シ
ャ
・
キ
オ
ス
島
で
植
樹
を
行
っ
た

　
ト
ル
コ
は
、
年
間
約
３
７
０

０
万
人
の
外
国
人
観
光
客
を
受

け
入
れ
て
い
る
世
界
第
６
位
の

観
光
大
国
だ
。
日
本
旅
館
国
際

女
将
会
で
は
、
ト
ル
コ
旅
行
業

協
会
を
表
敬
訪
問
し
た
＝
写

真
。

　
チ
ェ
テ
ィ
ン
・
ギ
ュ
ル
ジ
ュ

ン
事
務
局
長
、
ダ
ヴ
ァ
ウ
ト
・

グ
ナ
イ
デ
ィ
ン
理
事
（
チ
グ
リ

ス
・
グ
ル
ー
プ
会
長
）
、
広
報

担
当
の
ギ
ュ
ル
ベ
ル
ク
・
ア
シ

ュ
ヤ
パ
ル
氏
に
面
会
。
日
本
旅

館
を
紹
介
し
、
訪
日
旅
行
の
魅

力
を
伝
え
た
。

　
日
本
か
ら
ト
ル
コ
へ
の
旅
行

者
は
年
間
約

万
人
。
ト
ル
コ

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
倍
増

を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
。

▶
▼
日
本
旅
館
国
際
女
将
会
で
は
、
日
本
旅
館
や
女
将

を
紹
介
す
る
英
語
版
の
新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
女
将
が
顔
写
真
入
り
で
紹
介
さ
れ

て
い
る

　
旅
程
は
、
成
田
～
イ
ズ
ミ

ー
ル
（
ト
ル
コ
）
～
エ
フ
ェ

ス
（
同
）
～
チ
ェ
シ
ュ
メ

（
同
）
～
キ
オ
ス
島
（
ギ
リ

シ
ャ
）
～
チ
ェ
シ
ュ
メ
～
イ

ズ
ミ
ー
ル
～
イ
ス
タ
ン
ブ
ー

ル
（
ト
ル
コ
）
～
成
田
の
５

泊
７
日
。

　
ト
ル
コ
・
セ
ル
チ
ュ
ク
市

と
ギ
リ
シ
ャ
・
キ
オ
ス
島
で

記
念
植
樹
を
行
っ
た
。
イ
ス

タ
ン
ブ
ー
ル
で
は
ト
ル
コ
旅

行
業
協
会
を
表
敬
訪
問
し
、

協
会
幹
部
に
日
本
旅
館
の
魅

力
を
紹
介
し
た
。
フ
ラ
ン
ス

料
理
、
ト
ル
コ
料
理
、
地
中

海
料
理
な
ど
と
並
ん
で
、
昨

年
、
「
和
食
」
が
世
界
無
形

遺
産
登
録
さ
れ
た
こ
と
も
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

　
「
ム
ス
リ
ム
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
に
つ
い
て
も
学
ん
だ
。

イ
ズ
ミ
ー
ル
の
高
級
ト
ル
コ

料
理
店
「
ト
ッ
プ
キ
ュ
・
レ

ス
ト
ラ
ン
」
で
は
、
ト
ル
コ

の
伝
統
料
理
を
体
験
。
イ
ス

タ
ン
ブ
ー
ル
の
ホ
テ
ル
・
ボ

ス
ポ
ラ
ス
で
は
、
ト
ル
コ
料

理
を
食
べ
な
が
ら
、
総
料
理

長
か
ら
イ
ス
ラ
ム
圏
の
「
ハ

ラ
ー
ル
」
の
食
習
慣
に
つ
い

て
の
講
義
を
受
け
た
。

　
研
修
旅
行
の
参
加
者
は
次

の
通
り
（
敬
称
略
）
。

　
長
坂
正
恵
（
下
呂
観
光
ホ

テ
ル
し
ょ
う
げ
つ
）
、
若
松

佐
代
子
（
新
つ
た
）
、
太
田

清
子
（
箱
根
吟
遊
）
、
荒
木

紀
子
（
長
生
舘
）
、
武
田
知

恵
子
（
同
）
、
上
口
和
子

（
か
よ
う
亭
）
、
立
石
恵
津

子（
同
）、宮
本
瑞
枝（
同
）、

河
野
暢
子
（
富
士
野
屋
夕

亭
）
、
鎌
田
美
恵
子
（
専
門

学
校
日
本
ホ
テ
ル
ス
ク
ー

ル
）
、
石
塚
勉
（
日
本
ホ
テ

ル
教
育
セ
ン
タ
ー
）
、
黒
沢

由
美
子
（
同
）

　
日
本
旅
館
国
際
女
将
会

は
、
「
旅
館
と
女
将
を
国
際

語
に
」
を
標
語
に
、
旅
館
の

国
際
化
と
訪
日
促
進
を
目
指

し
て
１
９
９
５
年
に
設
立
さ

れ
た
。

　
旅
館
と
ホ
テ
ル
の
国
際
交

流
シ
リ
ー
ズ
と
し
て

年
の

「
女
将
イ
ン
・
パ
リ
」
を
皮

切
り
に
、
２
０
０
９
年
ま
で

の

年
間
に
、

カ
国

都

市
を
訪
問
し
、
公
式
行
事
を


都
市
で
開
催
し
た
。
延
べ

参
加
者
２
７
３
人
、
現
地
関

係
者
招
待
１
２
０
０
人
、
メ

デ
ィ
ア
掲
載
１
５
０
点
、
取

材
出
演
テ
レ
ビ

局
な
ど
の

実
績
を
残
し
た
。

　
２
０
１
０
年
か
ら
新
た
に

「
世
界
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

体
験
シ
リ
ー
ズ
」を
開
始
し
、

今
年
で
５
年
目
を
迎
え
た
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
従
来
の

行
政
機
関
や
国
際
組
織
な
ど

の
協
力
に
よ
る
公
式
行
事
を

取
り
止
め
た
が
、
そ
の
趣
旨

を
踏
襲
し
、
世
界
の
著
名
な

観
光
地
を
訪
問
。
自
ら
の
体

験
に
よ
り
風
俗
習
慣
な
ど
異

文
化
を
理
解
し
、
関
係
者
と

の
国
際
交
流
を
促
進
、
旅
館

を
世
界
に
知
ら
し
め
る
と
共

に
旅
館
の
国
際
化
へ
の
対
応

を
学
ぶ
こ
と
を
主
眼
に
し
て

い
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
は
、

年
に

モ
ル
ジ
ブ
、

年
は
東
日
本

大
震
災
の
た
め
に
休
止
し
た

が
、

年
は
イ
ン
ド
、

年

に
は
ス
ペ
イ
ン
を
訪
問
。
今

年
は
ト
ル
コ
、
ギ
リ
シ
ャ
を

訪
問
し
て
い
る
。

　
世
界
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

体
験
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
世
界

各
地
か
ら
日
本
の
旅
館
を
訪

れ
る
旅
行
者
の
背
景
を
知

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
異
文
化
、

風
俗
習
慣
な
ど
を
実
体
験
す

る
。
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
伝

統
的
な
「
お
も
て
な
し
」
に

磨
き
を
か
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
時
代
に
対
応
す
る
た
め
、

今
後
も
諸
外
国
を
訪
問
し
て

い
く
予
定
だ
。


